
２０１６年（平成２８年）１月１日　発行／伊賀市　編集／企画振興部広聴情報課
〒５１８－８５０１　伊賀市上野丸之内１１６番地　☎０５９５－２２－９６３６　℻  ０５９５－２２－９６１７　http://www.city.iga.lg.jp/

　伊賀市内には現在７つの酒蔵があり、いずれも個
性的な日本酒を醸造しています。私は、おいしい料
理にはお酒は欠かせないと思っています。伊賀は、
古琵琶湖層が育んだ粘土質の土と淀川上流のきれい
な水、昼夜の気温差が大きいことなど、糖度の高い
良い米ができる条件に恵まれています。良い米とき
れいな水で丁寧に醸造され、おいしい伊賀のお酒が
造られるのだと言えます。
　伊賀で醸造された日本酒が桶買いされ、灘や伏見
の酒として販売された時代も長くありました。その
後、蔵元の皆さんの努力によって特色のあるおいし
い地酒として認知され、全国へ発信できるようになっ

たことは大変嬉しいことです。
伊賀市乾杯条例では、伊賀焼の
杯に伊賀酒を注いで乾杯する
ことを推奨しています。ミラノ
万博で伊賀酒の試飲を行った
際にも、この条例にならって伊

賀焼の杯を使用しました。
　昨年、京都で行われた日本酒条例サミットでは、
大勢の若い女性が会場を訪れ、一緒に若い男性も参
加していました。日本酒というと、以前は年配の男
性が好んで飲むという印象が強かったのですが、近
頃では若い女性の支持を得ているようです。現在、
日本酒が市場を占める割合はそれほど高くないと言
われていますが、若い消費者が増えることは将来へ
の展望を感じさせてくれます。市内でも女性グルー
プが「伊賀酒DE女子会」と称して伊賀酒を楽しむ
活動をされており、伊賀酒を後押ししていただいて
いることをありがたく思っています。
　今後も伊賀酒を守り育て、地元の人に親しんでい
ただきながら、さらに海外進出が本格化するように
応援していきたいと思います。
　年が明けて一層寒くなるこの時期は、お酒を飲む
機会も多いかと思いますが、飲みすぎにはくれぐれ
もお気をつけください。　　　（伊賀市長　岡本　栄）

ー銘酒ぞろいの酒処、伊賀ー

市長の伊賀じまん

▲

市内の造り酒屋の軒先
　に吊るされた杉玉（酒

さか

　林
ばやし
ともいう）。毎年、新

　酒ができた頃に緑色の
　杉玉が吊るされます。

▲市内の７つの酒蔵で
　醸造された伊賀酒

県
指
定
有
形
文
化
財
（
絵
画
）

 

三
十
六
歌
仙
扁へ

ん

額が
く（

敢あ
え

國く
に

神
社
）

　
敢
國
神
社
は
伊
賀
一
宮
（
伊
賀
国
内
で

最
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
宮
）
と
し
て

旧
伊
賀
国
の
人
々
の
崇
敬
を
集
め
て
き
た

神
社
で
す
。
こ
の
神
社
に
『
三
十
六
歌
仙

扁
額
』
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
『
公
室
年ね

ん
譜ぷ

略り
ゃ
く』の

慶
長
14
年（
１
６
０

９
）
に
つ
い
て
の
文
章
に
「
三
十
六
歌
仙

ノ
額　
各
三
十
六
枚
倶と

も
ニ
近こ

の
え衛

信の
ぶ

基も
と

公こ
う

筆ふ
で

　

画え

ハ
山さ

ん

徳と
く

筆ふ
で

ヲ
神

か
み
に
た
ま
わ
り
た
ま

献
玉
フ
」
と
あ
り
、

『
三
十
六
歌
仙
扁
額
』
に
つ
い
て
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
３
面
１
組
の
計
12

面
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
来
は
36
面
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
三
十
六
歌
仙
と
は
平
安
時
代
中
期
の
歌

人
、
藤
原
公き

ん
任と

う
の
「
三
十
六
人
撰
」
に
載

せ
ら
れ
た
和
歌
の
名
人
36
人
の
総
称
で

す
。
正
月
に
お
な
じ
み
の
百
人
一
首
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
歌
人
も
多
く
、
紀
貫
之
や

小
野
小
町
な
ど
は
聞
き
覚
え
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
三
十
六
歌
仙
絵
は
、
歌
仙
崇
拝
の
風
潮

と
似に

せ
え絵

の
流
行
に
よ
り
、
鎌
倉
時
代
か

ら
盛
ん
に
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
巻か

ん
す子（

巻
物
）形

式
の
も
の
で
し
た
が
、
室
町
時
代
に
入
る

と
扁
額
（
横
に
長
い
額
）
に
描
か
れ
る
も

の
が
増
え
、
神
社
に
奉
納
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
人
の
心
の
あ
わ
れ
を
深
く

と
ど
め
る
和
歌
は
、
神
仏
を
な
ぐ
さ
め
る

 

伊
賀
市
の
文
化
財 

95

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た

よ
う
で
す
。
当
時
の
人
々
は
三
十
六
歌
仙

の
肖
像
と
代
表
歌
を
書
い
た
豪
華
な
扁
額

に
祈
り
を
込
め
て
神
に
捧
げ
ま
し
た
。

　
和
歌
を
書
し
た
と
さ
れ
る
近
衛
信
基
と

は
、
本ほ

ん
阿あ

弥み

光こ
う

悦え
つ

と
松

し
ょ
う
か
ど
う
し
ょ
う
じ
ょ
う

花
堂
昭
乗
と
と
も

に
「
寛
永
の
三
筆
」
と
称
さ
れ
た
人
物
で

す
。
絵
を
描
い
た
と
さ
れ
る「
山
徳
」は
、

「（
狩
野
）
山さ

ん
楽ら

く
」
の
書
き
誤
り
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
画
風
か
ら
考
え
る
と
山
楽

と
考
え
る
こ
と
は
難
し
く
、画
家
が
誰
で
あ

る
の
か
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
敢
國
神
社
に
伝
わ
る
こ
の
扁
額
は
、
桃

山
時
代
末
期
の
も
の
で
、
ひ
と
つ
も
欠
損

す
る
こ
と
な
く
今
に
伝
わ
っ
て
お
り
、
文

化
財
と
し
て
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。

　
平
成
17
年
３
月
17
日
に
県
指
定
文
化
財

（
絵
画
）
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

＊
公
室
年
譜
略
…
藤
堂
藩
主
初
代
か
ら
３

　
代
ま
で
の
業
績
を
ま
と
め
た
史
料

文
化
財
課

　
☎
47
・
１
２
８
５　
℻  
47
・
１
２
９
０

▲三十六歌仙扁額（一部）
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２
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